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大
阪
府
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て 

■
「
言
語
と
し
て
の
手
話
」
に
係
る
現

状 ・
障
害
者
基
本
法
第
3
条
で
は
、
基
本

原
則
と
し
て
「
言
語
（
手
話
を
含

む
。
）
そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め

の
手
段
に
つ
い
て
選
択
の
機
会
の

確
保
」
が
規
定
さ
れ
、
第
7
条
で

国
・
地
方
自
治
体
へ
の
「
基
本
原
則

に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
」
の
義

務
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
言
語
（
手
話
を
含

む
。
）
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

言
語
を
含
め
た
障
が
い
者
の
意
思

疎
通
の
手
段
と
し
て
選
択
で
き
る

機
会
の
確
保
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
「
手
話
が
言
語

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
は
普
及
し
て

い
ま
せ
ん
。 

・
言
語
は
本
来
、
誰
か
ら
教
わ
ら
ず
と

も
乳
幼
児
期
に
自
然
に
習
得
さ
れ

ま
す
が
、
家
族
等
が
手
話
を
使
え
な

い
場
合
は
、
自
然
習
得
で
き
ず
、
言

語
能
力
の
発
達
に
支
障
を
生
ず
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
手

話
の
自
然
習
得
の
機
会
を
確
保
す

る
た
め
の
法
律
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
さ
ら
に
、
言
語
は
、
学
校
の
教
育
課

程
に
お
い
て
文
法
力
や
語
彙
力
を

高
め
る
機
会
が
確
保
さ
れ
ま
す
が
、

学
習
指
導
要
領
（
特
別
支
援
学
校
）

に
は
、
手
話
を
指
導
・
習
得
さ
せ
る

旨
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
そ
の
結
果
、
聴
覚
障
が
い
者
が
、
手

話
通
訳
に
よ
ら
ず
と
も
、
手
話
で
意

思
を
通
じ
合
う
こ
と
の
で
き
る
社

会
的
環
境
が
整
っ
て
は
い
な
い
状

況
と
言
え
ま
す
。 

 

■
手
話
言
語
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討 

・
こ
の
た
め
、「
言
語
と
し
て
の
手
話
の

認
識
の
普
及
及
び
習
得
の
機
会
の

確
保
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
が
必

要
と
の
認
識
の
も
と
、
大
阪
府
障
が

い
者
施
策
推
進
協
議
会
に
手
話
言

語
条
例
検
討
部
会
を
設
置
し
、
平
成

28
年
5
月
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

・
検
討
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
提
言
で

は
、 

①
よ
り
多
く
の
人
が
言
語
と
し
て
の

手
話
に
関
心
を
持
ち
、
誰
も
が
「
手

話
を
学
ぶ
」
こ
と
に
簡
単
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
づ
く
り
。 

②
聴
覚
に
障
が
い
（
疑
い
含
む
。
）
の

あ
る
子
ど
も
の
言
語
能
力
の
発
達

を
支
援
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
乳
幼

児
期
に
お
け
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
の
「
手
話
の
獲
得
」
を
支
援
す

る
環
境
づ
く
り
。 

③
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
等
を
活

用
し
た
「
手
話
を
学
ぶ
」
機
会
等
を

確
保
で
き
る
環
境
づ
く
り
。 

④
聴
覚
障
が
い
児
等
と
関
わ
り
を
持

つ
教
員
等
の
「
手
話
を
学
ぶ
」
こ
と

を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
や
課
外

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
環
境
づ
く

り
。 

⑤
Ｃ
Ｓ
Ｒ
等
に
取
組
む
企
業
等
と
連

携
し
た
言
語
と
し
て
の
手
話
を
社

会
に
広
げ
る
環
境
づ
く
り
。 

⑥
企
業
等
に
よ
る
積
極
的
な
言
語
と

し
て
の
手
話
の
普
及
に
関
す
る
取

組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
環
境
づ
く
り
。 

と
い
っ
た
、
手
話
＝
言
語
の
基
本
認

識
・
普
及
啓
発
の
必
要
性
や
手
話
の

「
習
得
」
、
「
使
用
」
に
係
る
環
境
の

整
備
の
必
要
性
な
ど
、
条
例
制
定
の

必
要
性
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 
■
大
阪
府
言
語
と
し
て
の
手
話
の
認
識

の
普
及
及
び
習
得
の
機
会
の
確
保

に
関
す
る
条
例
の
概
要 

○
目
的
（
第
１
条
） 

言
語
と
し
て
の
手
話
の
「
認
識
の
普

及
」
・
「
習
得
の
機
会
の
確
保
」
に
関

す
る
事
項
を
規
定
し
、
府
民
が
よ
り

多
く
の
機
会
で
手
話
を
使
用
す
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
（
＝
聴
覚
障
が

い
者
が
、
手
話
通
訳
に
よ
ら
ず
と
も
、

聴
覚
障
が
い
者
と
共
に
生
活
し
、
学

び
、
働
く
者
と
手
話
で
意
思
を
通
じ

合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
）
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る 

○
言
語
と
し
て
の
手
話
の
認
識
（
第
2

条
） 

「
言
語
と
し
て
の
手
話
」
の
認
識
を
持

つ
府
民
の
割
合
は
39.8
％
と
低
い
、
こ

の
た
め
、
府
は
、
必
要
な
啓
発
を
実

施
す
る 

○
手
話
を
習
得
す
る
機
会
の
確
保
（
第

３
条
） 

聴
覚
障
が
い
者
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
、

そ
の
保
護
者
や
家
族
と
共
に
手
話

を
習
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会

の
確
保
を
図
る 

○
学
校
に
よ
る
手
話
の
習
得
の
機
会
の

確
保
へ
の
支
援
（
第
４
条
） 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
等
が

在
学
す
る
学
校
に
よ
る
、
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
や
「
部
活
動
」
で

の
手
話
を
習
得
す
る
機
会
の
確
保

を
促
進
す
る 

○
事
業
者
に
よ
る
手
話
の
習
得
の
機
会

の
確
保
へ
の
支
援
（
第
５
条
） 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
者
が
勤
務

す
る
事
業
者
に
よ
る
、
手
話
を
習
得

す
る
機
会
の
確
保
を
促
進
す
る 

 

今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
手
話
に

対
す
る
認
識
の
向
上
、
習
得
環
境
の

向
上
が
図
ら
れ
ま
す 
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ブ

ロ

ッ

ク

だ

よ

り 

京
阪
ブ
ロ
ッ
ク 

“
桜
花
” 

 
 

 

（
交
野
市
） 

  

『
サ
ク
ラ
咲
く
』
合
格
報
告
の
喜
び

の
一
文
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で

努
力
が
報
わ
れ
た
表
現
法
の
一
つ
で
す
。 

 

厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て
木
の
芽
が
、

吹
き
出
し
待
望
の
春
を
迎
え
る
嬉
し
さ

と
、
桜
の
開
花
が
重
な
っ
て
喜
び
が
倍

加
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

 

大
阪
に
は
造
幣
局
の
通
り
抜
け
を
初

め
と
し
て
桜
の
名
所
は
沢
山
あ
り
ま
す
。 

 

我
が
交
野
市
内
に
も
花
見
の
出
来
る

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

             

 

自
宅
近
く
の
京
阪
電
車
交
野
線
の
郡

津
～
村
野
間
一
駅
区
間
が
、
桜
並
木
の

ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。 

46
年
前
に
宅
地
開
発
で
移
住
し
た

私
た
ち
が
、
線
路
沿
い
の
殺
風
景
な
小

川
沿
い
に
植
え
た
さ
く
ら
の
幼
木
が
立

派
な
大
木
に
成
長
し
て
、
春
の
一
日
市

民
の
目
と
心
を
潤
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

東
ブ
ロ
ッ
ク 

第
33
回
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い 

（
東
大
阪
市
） 

  

平
成
28
年
11
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
3
時
ま
で
東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
、
八
戸
ノ
里
公
園
で
ふ
れ
あ
い
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
事
業
所
に
よ
る
授
産
品
の

販
売
や
模
擬
店
で
の
販
売
体
験
、
映
画

「
み
ん
な
の
学
校
」
の
上
映
会
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ヨ
ガ
車
い
す
体
験
、
手
話
教

室
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
や
ダ
ン
ス

発
表
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
様
々
な
場

所
で
障
害
者
と
健
常
者
が
ふ
れ
あ
い
ま

し
た
。 

 

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
東
大
阪

市
内
外
か
ら
約

4

6

0

0
人
が
参

加
し
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

各
々
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。 

 

障
害
者
の
理
解
啓
発
の
た
め
に
始
め

た
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
も
、
今
年
で
33

回
を
迎
え
、
地
域
の
行
事
と
し
て
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
を
開
催
し
、

障
害
者
の
理
解
啓
発
、
と
も
の
生
き
る

社
会
の
実
現
に
む
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

は
11
月
18
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。 

河
南
ブ
ロ
ッ
ク 

新
年
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た 

（
太
子
町
） 

 

固
い
固
い
桜
の
つ
ぼ
み
が
寒
さ
の

中
で
暖
か
く
な
る
春
を
じ
っ
と
待
っ
て

い
る
年
明
け
の
一
月
二
十
五
日
（
水
）
、

そ
ん
な
桜
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
奈
良
県

葛
城
市
に
あ
る 

“
か
つ
ら
ぎ
の
森
”
で
、

毎
年
恒
例
の
新
年
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。 

そ
の
日
だ
け
は
春
を
想
わ
せ
る
よ
う
な

暖
か
い
日
で
、
ま
た
、
今
年
最
初
の
会

の
行
事
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
く
入
会

さ
れ
た
三
人
の
会
員
さ
ん
も
加
わ
り
、

総
勢
二
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

              

 

懇
親
会
が
は
じ
ま
る
と
、
会
長
か
ら
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の
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、
テ

ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
ご

馳
走
で
、
あ
れ
こ
れ
と
よ
も
や
ま
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。
そ
の
後
お
待
ち
か

ね
の
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
に
な
り
、
新
曲

か
ら
昔
懐
か
し
い
曲
ま
で
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
自
慢
の
歌
声
に
会
場
は
拍

手
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
年

の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
皆
さ
ん
の
元

気
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
楽
し
そ
う
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

会
場
の
窓
か
ら
見
え
る
桜
の
つ
ぼ

み
が
ふ
く
ら
む
頃
に
、
ま
た
皆
で
来
れ

た
ら
い
い
な
ぁ
。
と
思
い
な
が
ら
会
場

を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

北
摂
ブ
ロ
ッ
ク 

総
持
寺 

 
 

 
 

 

（
茨
木
市
） 

              

 

阪
急
京
都
線
総
持
寺
駅
か
ら
歩
い
て

10
分
の
と
こ
ろ
に
、
西
国
二
十
二
番
札

所
の
総
持
寺
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
は
丘

陵
地
帯
で
、
す
そ
野
に
学
校
、
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
て
込
ん
で
い
る
が
一

部
ま
だ
田
畑
が
残
っ
て
い
る
町
中
に
あ

り
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
坂
に
続
く
石
段

を
昇
る
と
、
山
門
が
現
わ
れ
そ
の
向
こ

う
に
美
し
い
屋
根
の
本
堂
が
見
え
ま
す
。 

 

こ
の
寺
の
歴
史
と
由
来
を
少
し
述
べ

ま
す
。
こ
の
寺
は
藤
原
鎌
足
八
世
の
中

納
言
山
陰
公
が
八
九
二
年
に
創
建
さ
れ

た
と
言
わ
れ
、
か
つ
て
は
奥
の
院
も
あ

る
広
大
な
領
地
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
戦
国
時
代
の
兵
火
に
あ
い
大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
茨

木
城
主
片
桐
旦
元
が
一
六
〇
三
年
に
再

興
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
尊

は
亀
の
上
に
乗
っ
て
千
手
十
一
面
観
音

像
で
金
色
に
輝
い
て
秘
仏
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
開
扉
は
四
月
十
五
日
か
ら

7
日
間
、
多
く
の
参
詣
客
で
賑
わ
い
ま

す
。 

 

こ
の
寺
の
横
手
に
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

が
通
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
、
こ
の
近

く
に
来
年
春
に
新
駅
が
で
き
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
駅
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

市
も
駅
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
完
成

す
れ
ば
、
阪
急
と
Ｊ
Ｒ
の
2
ル
ー
ト
で

簡
単
に
御
参
り
で
き
、
大
変
便
利
に
な

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
有
名
な
由
緒

あ
る
こ
の
総
持
寺
を
一
度
訪
問
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。 

喫
煙
者
に
最
大
30
万
円
の
過
料 

  

厚
生
労
働
省
は
受
動
喫
煙
の
防
止
が

平
成
15
年
に
、
健
康
増
進
法
の
「
努
力

義
務
」
と
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
た
が
、
飲
食
店
や
職
場
等
で
の
受

動
喫
煙
は
依
然
と
し
て
多
く
、
努
力
義

務
と
し
て
の
取
組
は
限
界
と
判
断
。
健

康
増
進
法
改
正
案
の
原
案
を
公
表
し
た
。

喫
煙
禁
止
場
所
の
範
囲
は
、
①
医
療
施

設
、
小
中
高
校
等
は
敷
地
内
。
②
大
学

や
官
公
庁
な
ど
は
建
物
内
を
そ
れ
ぞ
れ

禁
煙
と
し
、
喫
煙
室
の
設
置
は
認
め
な

い
。
③
居
酒
屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
飲

食
店
で
は
喫
煙
室
で
の
喫
煙
は
認
め
る
。

一
方
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
老
人
福
祉
施
設

の
個
室
、
シ
ガ
ー
バ
ー
、
小
規
模
な
バ

ー
や
ス
ナ
ッ
ク
で
は
喫
煙
を
認
め
る
。 

 

受
動
喫
煙
の
対
策
を
も
り
込
ん
だ
健

康
増
進
法
改
正
案
の
違
反
者
に
は
、
勧

告
や
命
令
を
出
し
、
従
わ
な
い
場
合
は
、

喫
煙
者
に
最
大
30
万
円
、
施
設
管
理
者

に
50
万
円
の
過
料
を
科
す
。
国
民
の
8

割
を
超
え
る
非
喫
煙
者
を
受
動
喫
煙
に

よ
る
健
康
被
害
か
ら
守
る
た
め
多
数
者

が
利
用
す
る
施
設
等
の
一
定
の
場
所
で

の
喫
煙
の
禁
止
と
管
理
権
原
者
へ
の
喫

煙
禁
止
場
所
の
位
置
の
掲
示
等
を
義
務

付
け
る
。 

※
施
行
日
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

2
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
（
2

0

1

9
年
9

月
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
間

に
合
う
よ
う
） 

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
（
盲
導
犬
・
介

助
犬
・
聴
導
犬
）
利
用
者
募
集 

 

大
阪
府
で
は
、
視
覚
障
が
い
、
肢
体

不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
に
よ
り
日
常
生

活
に
著
し
い
支
障
の
あ
る
身
体
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
身
体
障
が
い
者
補

助
犬
貸
与
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
29

年
度
の
利
用
者
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。 

応
募
資
格
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
合
せ
先

あ
て
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 ◆
募
集
期
間 

平
成
29
年
4
月
10
日(

月)

か
ら 

5
月
19
日(

金)

ま
で
（
申
込
書
必
着
） 

◆
申
し
込
み
方
法 

募
集
案
内
が
、
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口
で
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
を
郵
送

で
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】 

〠5
4

0
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5
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大
阪
市
中
央
区
大
手
前
２
丁
目 

大
阪
府
障
が
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室
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支
援
課 

社
会
参
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援
グ
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プ 

Ｔ
Ｅ
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Ａ
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（4） 平成 29 年 4 月 1 日          府 身 協                 第３６号 

新
年
交
礼
会 

1
月
7
日
（
土
）
、
谷
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
29
年
府
身
協
新

年
交
礼
会
が
63
人
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

嵐
谷
会
長
の
挨
拶
、
大
阪
府
の
西
口

障
が
い
福
祉
室
長
の
祝
辞
の
後
、
大
阪

障
害
者
自
立
支
援
協
会
木
村
常
務
の
乾

杯
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
席
に
着
き
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
新
年

の
抱
負
や
今
後
の
活
動
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
、
今
年
の
更
な

る
発
展
を
約
束
し
合
っ
て
会
は
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。 

  

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算
承
認 

 

平
成
29
年
3
月
23
日
、
第
2
回
評

議
員
会
を
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
事
業

計
画(

案)

、
収
入
支
出
予
算(

案)

等
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

(

平
成
29
年
度
予
算
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。)
 

ひ
ろ
い
読
み 

「
高
齢
者
は
75
歳
か
ら
」
定
義
見
直
し 

  

日
本
老
年
学
会
で
は
、
65
歳
以
上
と

さ
れ
る
高
齢
者
の
定
義
を
75
歳
以
上

に
引
き
上
る
よ
う
提
言
し
た
。
65
～

74
歳
は
「
准
高
齢
者
」
、
75
～
89
歳
は

「
高
齢
者
」
、
90
歳
以
上
は
「
超
高
齢

者
」
と
区
分
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
65

歳
近
い
男
性
が
電
車
内
で
立
っ
て
い
る

と
席
を
譲
ら
れ
た
。
定
年
を
過
ぎ
た
が

健
康
に
自
信
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

席
を
譲
ら
れ
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。「
高
齢
者
」
と
見
ら
れ
た
こ
と
を

嘆
い
て
い
た
。
日
本
老
年
学
会
の
提
言

は
社
会
保
障
制
度
の
年
齢
定
義
の
見
直

し
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
し
て
、
議

論
を
呼
ん
だ
。
年
金
な
ど
増
大
す
る
社

会
保
障
の
切
り
捨
て
を
懸
念
す
る
声
も

あ
れ
ば
、
若
年
世
代
の
負
担
を
減
ら
す

意
義
が
あ
る
と
の
声
も
あ
る
。
た
だ
、

高
齢
者
を
社
会
の
担
い
手
と
し
、
明
る

く
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
学
会
の
提
起
に
は
否
定
的
な

見
方
は
少
な
い
。
個
人
差
は
あ
る
が
、

65
～
74
歳
で
気
力
も
体
力
も
あ
り
、

会
社
や
地
域
で
元
気
に
活
動
し
て
い
る

人
は
以
前
に
比
べ
て
増
え
た
。
冒
頭
の

男
性
の
よ
う
な
「
支
え
ら
れ
る
側
」
と

意
識
し
て
い
な
い
人
も
多
い
。
要
は
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
が
能
力
や
経
験
を
活

か
し
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
先
決
。
地
域
活
動
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
も
い
い
。
や
り
が
い
を
持

ち
輝
く
姿
だ
。 

（
福
祉
新
聞
よ
り
） 

府
身
協
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
第
62
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

ぎ
ふ
清
流
大
会 

 

日
時 

平
成
29
年
5
月
30
日
（
火
） 

～
31
日
（
水
） 

 

場
所 

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

「
で
愛
ド
ー
ム
」 

 

・
広
報
委
員
会 

 

日
時 

平
成
29
年
6
月
1
日
（
木
） 

 

場
所 

府
身
協
事
務
室 

※
第
37
号
の
原
稿
締
切
り
は
、 

5
月
26
日
（
金
）
必
着
で
す
。  

・
平
成
29
年
度
第
1
回
理
事
会
・ 

定
時
評
議
員
会 

 

日
時 

平
成
29
年
6
月
22
日
（
木
） 

 

場
所 

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
単
位
会
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

大
臣
表
彰
、
全
社
協
会
長
表
彰 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

昨
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
府
身
協

か
ら
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

○
府
身
協
の
寺
田
一
男
副
会
長
（
岸
和

田
市
身
障
会
会
長
）
に
は
、
障
害
者
福

祉
の
推
進
に
永
年
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
栄
え
あ
る
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞 

○
府
身
協
の
岸
本
正
清
理
事
（
熊
取
町

身
障
会
会
長
）
に
は
、
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
永
年
取
り
組
ん
だ
功
績
に
よ
り
、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受

賞 

お
二
人
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
よ
り
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

  

府
身
協
カ
ー
ク
ラ
ブ
部
員
募
集 

 

府
身
協
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
皆
さ
ん
の

力
に
な
っ
て
く
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
若
葉
マ
ー
ク
ま
で
車
が
大
好

き
な
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。 

 

主
な
活
動
内
容 

・
ド
ラ
イ
ブ
会
（
日
帰
り
、
一
泊
二
日
） 

・
安
全
運
転
講
習
会 

・
交
通
安
全
啓
発
活
動
等 

 

大
阪
府
在
住
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
運

転
免
許
保
持
者
、
本
人
が
持
っ
て
い
な

く
て
も
家
族
が
運
転
免
許
保
持
し
て
い

る
者
、
ま
た
当
ク
ラ
ブ
に
協
同
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

連
絡
先 

カ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局 

 

担
当 

森
田0

7
2
-
6
7
8
-
5
3
5
6
 

  


